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高生 人およびその保護者 人の計 人にアンケ トを行ったところ 生徒は小学校低学年まで




食育 食肉 命 家庭教育
るということを教える食育プログラムは数例にとどまって
いる 食肉処理について子供はほとんど教えられること
平成 年 月 食育基本法 が制定された これは近 はなく 消費者は日常的にパック詰めされた食肉を目にす
年の国民の食生活の環境変化が 栄養の偏りや不規則な食 るのみである 動物の命と食肉の関係について子供達に実
事 生活習慣病を引き起こすに至ったことを受けて 国民 感させる教育は 一部の教育機関で試みられているもの
に幼少時から食に対する適切な判断力を持たせることによ の はなはだ限定的な実施にとどまっているのが現状であ
り 生涯にわたって健全な食生活を実現し 心身の健康の る
増進を図るものと位置づけられている 内閣府が進める食 近年 わが国では医療現場における脳死 臓器移植に代
育基本法 食育基本法の規定に基づき設置された食育推進 表される命の尊厳に関する問題や いじめによる自殺に代
会議において 年 月 日に決定された食育推進基 表される自らの命さえも疎かにする問題などが多く議論さ
本計画 の中で見られるのは 朝食の重要性 食品の安全 れており 教育現場でも児童や生徒にすべての命が尊重さ
性 生産地 食事バランスやメタボリックシンドロ ムな れるべきものであることを理解させる教育方法が模索され
どについての内容がほとんどである 食育基本法では 第 ている 子供達に命の大切さを理解させるための一つの試
条において 食に対する感謝の念と理解 として 国民の みとして 人間をはじめとしてすべての命はかけがいのな
食生活が自然の恩恵の上に成り立っており 食に関わる いものであるが 人間はその生命を維持するために動植物
人 の様 な活動に支えられていることについて 感謝の の命を捕食して生きていかなくてはならないという事実を
念や理解が深まるように配慮されなければならないと述べ 認識させることが 生かされている自分を発見すると同時
られているが 食肉に関してはわずかに触れられている程 に自身をとりまく様 な生命体に対する畏敬の念を養うと
度である また 食育に関する文献を概観してみても ほ されている
とんどが食事の重要性や栄養バランスなどに重点が置かれ そこで 本研究では子供が他の動物の命をもらって生か
ており 戦後のわが国の平均寿命を飛躍的に延ばしたとさ されていることを認識し 命に対する感謝の心を持てるよ
れる 動物性タンパク質とくに食肉に代表される畜産物に うにと考え 家庭における動物の命と食肉の関連性に関す
関して それがヒトと同等である動物の命から得られてい る教育の実態調査を行った
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象は 都内の中高生 人 中学 年生 人 中学 年 肉用家畜 コンパニオン アニマルを問わず 動物に関
生 人 中学 年生 人 高校 年生 人 高校 心を持つ前提となる 動物の好き嫌い については 好
年生 人 高校 年生 人 およびその保護者 き と答えた生徒は 嫌い と答えた生徒が で
人の計 人である アンケ トは 中高生の生徒用と あった これに対し 保護者は 好き 嫌い
保護者用を作成した 生徒用の設問は 学年 動物 であり 動物が好き との答えは 生徒の方が保護者に比
の好き嫌い 動物が好きなまたは嫌いな理由 好き べ多い結果となった さらに生徒の 動物が好きな理由
な動物の種類 肉の好き嫌い 好きな肉の種類 は かわいい いやされる たのしい
週に何回肉を食べるか よく食べる肉の種類 肉用 きれい いい匂い その他 の
家畜を見た経験の有無 見たことのある肉用家畜 順であった 好きな動物の種類 は イヌ ネコ
肉用家畜に触れた経験の有無 実際に触れたことがあ ウサギ ハムスタ インコ
る肉用家畜の種類 肉が動物であると知った時期 その他 であり その他 の回答の中には ウシ
肉が動物であると知った情報源 家庭で肉用家畜のこ ブタ ヒツジ ニワトリなどの肉用家畜も挙げられていた
とを聞いたことがあるか 肉を生産する動物について 肉の好き嫌い については 生徒の 保護者の
聞いた話の 項目を設定した が 好き と回答しており 好きな肉の種類 は 生徒
保護者用の設問は 性別 動物の好き嫌い 動物 保護者とも 豚肉 鶏肉 牛肉 羊肉 その他
が好きなまたは嫌いな理由 好きな動物の種類 肉 の順に嗜好性が高い結果となった 週に何回肉料理を食
の好き嫌い 好きな肉の種類 週に何回肉を食べる べるか については 回 回以上 回 回
か よく食べる肉の種類 肉用家畜を見た経験の有 の順であり 多く食べる肉の種類 は 好きな肉の種類
無 見たことのある肉用家畜 肉用家畜に触れた と同様の傾向が認められ 育ち盛りの子供を持つ家庭の食
経験の有無 実際に触れたことがある肉用家畜の種類 生活をうかがわせる結果となった
子供の動物の好き嫌い 子供の好きな動物の種類 動物の好き嫌いが肉の好き嫌いに影響しているか否かを
子供の肉の好き嫌い 子供の好きな肉の種類 検討したところ 生徒 保護者ともに 動物が嫌い と答
肉を生産する動物を子供に見せたことがあるか 見せ えた回答で 肉が嫌い とするものが多い結果となった
たことがある肉用家畜の種類 家庭で肉が動物である 表 なお 同様に保護者の肉の好き嫌いが子供に影響
ことを話したか 肉が動物であることを話した時期 しているかを検討したが 影響は認められなかった 表
肉を生産する動物について子供に話した内容の 項 子供が動物の命と食肉の関係を知る上で重要な要素とな
目を設定した る 肉用家畜を見た経験 生徒用 肉用家畜を見せた
上記の設問のうち 動物が好きなまたは嫌いな理由 の か 保護者用 については の生徒が 見た 経験を
選択肢には 動物に対するプラスのイメ ジとして か 有し の保護者が 見せた と答えており 見たこと
わいい いやされる たのしい いい匂い のある または 見せたこと がある肉用家畜は ウシ
きれい その他の選択肢を マイナスのイメ ジとし ブタ ニワトリがほぼ均等に分布した 保護者が子供に
て こわい ストレスを感じる うるさい 家庭で肉が動物であることを話したか については
くさい きたない その他の選択肢を設け それぞれ の保護者が家庭で子供に 話した としており 半数以上
複数回答とした 好きな動物の種類 の設問には 家庭で
飼育される代表的なコンパニオン アニマルとして
イヌ ネコ ウサギ ハムスタ インコ
その他の選択肢を設け複数回答とした
さらに食肉についての家庭教育で重要となる 肉が動
物であると知った時期 生徒用 および 肉が動物である
と話した時期 保護者用 については その時期を 幼
稚園 小学校 年生 小学校 年生 小学
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肉が動物であると知った 教えた時期 肉を生産する動物について聞いた 話した内容
の家庭で 肉が動物であること をきちんと伝えているこ れ 肉が動物であると知った時期 について 自然に
とが判明した 図 知った とする回答が多かったことを裏付ける結果となっ
肉が動物であると知った時期 生徒用 について 生 た 一方 保護者は 肉を生産する動物について子供に話
徒の回答は 幼稚園 小学校 年生 小学校 した内容 については その肉が動物の命を奪って得られ
年生 であり ほとんどの生徒が小学校低学年ま るものだということについて が その肉である動
でに肉が動物であると知ったという結果であった なお 物が生きて動いていたということについて その肉
この設問に対する生徒の回答は 中学生と高校生で差は認 である動物の姿形について 食肉が健康に生きるた
められず 同様の結果を示した これに対し 肉が動物で めに必要であるということについて と回答してお
あると話した時期 保護者用 は 幼稚園 小学校 り 子供が 肉を生産する動物について聞いた話 のうち
年生 小学校 年生 となり 生徒の回答同 で その肉が動物の命を奪って得られるものだということ
様 小学校低学年までに親が家庭で肉が動物であると教え について ということを聞いたとする回答が最も多かった
ていることがうかがえた 図 ことと同様の傾向が認められた 図
しかしながら 生徒は 肉が動物であると知った情報源 アンケ ト結果から 保護者の多くが子供に動物の命と
を 自然に知った とする回答が で最も高く 覚え 食肉の関係を教えたり話しているにもかかわらず 子供側
ていない 家族 との回答であった 図 こ は 自然に知った としており 肉を生産する動物につ
の設問に対する回答も中学生と高校生で差が認められず いて聞いた話 についても 食肉が動物の命であると明確
同様の傾向を示した に認識する回答が圧倒的に多い反面 聞いたことがない
肉を生産する動物について聞いた話 生徒用 につい とする回答が多かったことは 保護者が話す食肉について
て見ると その肉が動物の命を奪って得られるものだと の話が子供にはあまり記憶されていないことがうかがえ
いうことについて が その肉である動物が生きて た そこで生徒が 肉が動物であると知った時期 と 肉
動いていたということについて その肉である動物 が動物であると知った情報源 との関係について検討した
の姿形について 食肉が健康に生きるために必要で ところ 幼稚園の時期では 自然に知った 覚えていな
あるということについて となり ほとんどの生徒が い を除くと 家庭 とする回答が多く 小学校入学以降
食肉と動物の関係についての理解の助けとなる話を聞いて においても 学校 よりも 家庭 で知ったとする回答が
いたことがうかがえた しかし一方で 動物と食肉の関係
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加田 小松 岩本 林田 饗庭
肉が動物であると知った時期と情報源
動物の命と食肉に関する懇談会における保護者の意見
内閣府 食育基本法 第 条 第
内閣府 食育推進基本計画 第



















アンケ ト調査後に 調査者と子供 保護者の有志で動
物の命と食肉に関する懇談会 調査者 人 中高生 人
保護者 人 を持ち フリ ト キング形式で意見を集約
したところ 動物の命と食肉の関係について頻繁には家庭 たが 家庭においては保護者と子供が一緒になって食材の
で話をしていないこと 学校教育の中で話されるものだと 購入と料理を行う 学校においては動物飼育や食肉セン
の認識を持っているという意見等が提出された 表 タ の紹介や見学等 たとえ子供が受けた教育の記憶を失
現在 命を大切にする心を養うため 学校教育の場で いがちであったとしても 命の食育は 家庭のみならず学
肉用家畜を飼育して食肉としたり 食肉産業にたずさわる 校など子供が食と接する環境のすべてで行われてこそ 教
現場の人 を講師として 命の教育 が行われている こ 育効果があがるものと思われた
れらの試みは 人間が他の生物の命を得て生かされている
ことを理解させるには一定の効果があると思われるが 今 本研究を実施するにあたり 本学附属中学校ならび
回のアンケ トからは 家庭において日常生活の中で 食 に高等学校 都内の数校の中学校 高等学校の生徒ならび
を通した 命の教育 が行われることこそ重要であること に保護者の方 に篤い御協力を頂きました また担当の先
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: In June, , “Basic Act for Food Education” was established. However, regarding the
content, importance was only put on the balance of a meals and the level of nourishment. the Meat,
and animal protein represented by meat, extended the postwar average life span of the nation dra-
matically, but most of the food education programs teaching that meat is obtained by taking the life
of the animal are not recognized.
Therefore, an investigation was carried out on home training in the relationship of animal life and
meat, to recognize that a child receives the life of other animals, and to have a feeling of thankfulness
for life.
A questionnaire survey of , people, , parents and , junior and senior high school
students was carried out in Tokyo. It was ascertained that the students of elementary school lower
class knew that meat was an animal. The students heard mostly that meat means taking the life of
an animal, and the parents talked about this as well. It was found that the students did have the
opportunity to understand the life of the animal and its relation to meat well, but there were many
answers that showed that the students knew that meat was an animal naturally, but also that they
did not remember it. It was understood that they found it hard to remember what they were taught
at home.
: food education, meat, life, home training
By
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Investigation into Home Training on
The Relationship of Animal Life and Meat
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